





















































　1970 年代は「母性強調の時代」とされた（宮坂 , 1999）。心理学分野にお





は、1975 年に発達領域の発表のわずか 3％であったのが、1976 年は 8.2％、























1976 1977 1978 1979 1980 1981 1982
日本心理学会 11 15 17 25 9 22 19
教育心理学会 19 23 27 27 26 29 32
1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989
日本心理学会 20 15 12 15 15 15 17
教育心理学会 28 34 20 28 25 25 23
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1978 年から 1983 年までの 6 年間をレヴューし、父親を扱った研究発表を
日本心理学会で 28 本、日本教育心理学会で 23 本見出した。しかし、その多
くは母親との比較を目的としており、父親自体を対象とした研究は日本心理
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1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
発達心理学会 5 9 8 17 10 12 12
教育心理学会 3 1 5 3 6 5 6
2004 2005 2006 2007
発達心理学会 11 10 9 5
教育心理学会 11 4 7 5
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1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003
発達心理学会 26 28 41 45 39 46 50
教育心理学会 23 13 19 18 30 27 28
2004 2005 2006 2007
発達心理学会 51 64 58 54
教育心理学会 20 14 10 17
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多く、心理的虐待は 3 ～ 5 歳児の 27％に、両親の離婚・別居は幼児の 32％
に認められた。さらに愛着障害や複雑性トラウマ反応についての保育者の認
識を調べたところ、心理的虐待があるとされた群はないとされた群より、再







2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
日本心理学会 0 2 0 0 2 0 0
発達心理学会 2 7 6 8 3 2 3
教育心理学会 0 9 3 1 4 1 1
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